
様式（１）-①

都市再生整備計画
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令和７年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 74.6 ha

令和 7 年度　～ 令和 10 年度 令和 7 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ R6年度 R10年度

百時間/月 R6年度 R10年度

人／日 R6年度 R10年度

都道府県名 兵庫県 明石
あ か し

市
し

明石駅
あ か し え き

周辺
しゅうへん

地区
ち く

計画期間 交付期間 10

歩行者・自転車通行量
アスピア明石西側入口前道路及び地域交流センター前園
路の歩行者・自転車通行量

大目標：　明石駅と駅周辺施設を含む区域の回遊性を高め、地域の賑わいの創出
　 目標１：快適に歩ける空間の創出による回遊性の向上
　 目標２：官民一体となった賑わいのある歩行者空間の創出
　 目標３：地域交流センター等の整備による明石公園利用者の増加

明石市は、大部分が市街化区域となっており、良好な住宅地が形成され、公共交通ネットワークも充実しています。本市の人口は現在も増加が続いており、今後も市街化区域内の人口密度は高水準を維持していくと考えられます。しかし、全国的な傾向同様、本市に
おいても高齢化が進行していくと予想され、都市機能、産業、地域コミュニティ、自治体運営などに大きな影響が出る可能性があります。さらには、近年激甚化する災害への対策は大きな課題であり、引き続き、洪水や津波、土砂災害への対策を行うとともに、今後発生
が想定される南海トラフ巨大地震を見据えた安全、安心な市街地形成が求められています。
このような中、「あかしＳＤＧｓ推進計画」の将来像及び「明石市都市計画マスタープラン」の将来都市像を実現するため、高齢化の進展や多様なライフスタイルの実現などの課題に対応しながら、現在の良好な住環境を維持し、誰もが便利で安心して暮らすことができる
持続可能なまちづくりを進める必要があります。

明石市では、「あかしSDGｓ推進計画(明石市第6次長期総合計画)」（令和3年度策定）において、「いつまでも、すべての人に、やさしいまちを みんなで」という４つの視点でまちづくり進めることとし、まちづくりの方向性については、まちづくりにおける経済・社会・環境の
三側面において、総合的にバランスよく、相乗効果を生み出せるように取り組むことで、持続可能なまちづくりを進めることとしています。この計画を受けて改定された「明石市都市計画マスタープラン」(令和４年度改定)では、将来都市構造において、１つの中心核と４つ
の主要地域核を定め、この将来都市構造を中心に重点的に取組を進めており、整備方針では、歩行者空間や公共施設等のユニバーサルデザインを踏まえたバリアフリー化等の取組をまちづくりの方針として掲げていることから、今後は障害者・子ども・高齢者を含む
全ての人にやさしいまちづくりを都市機能の整備を含め、ハード・ソフト両面から進めていくことが求められています。

当地区南側は、本市の玄関口である明石駅からパピオスあかし（再開発ビル）まで屋根付きの歩行者デッキを整備をしており、国道2号デッキを通って国道2号南側の魚の棚商店街まで雨に濡れず行き来することができるなど、多くの市民が利用する空間となっていま
すが、駅東側にあるアスピア明石（再開発ビル）までは歩行者デッキは繋がっていません。そこで、歩行者デッキをアスピア明石まで延伸することで、駅と2つの再開発ビルを繋ぎ、周辺の回遊性を高め、まちなかの更なる賑わいを創出することが求められています。
また、当地区北側の明石公園は、駅に隣接しており、市内唯一の広域公園として、休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供することを目的に、東播磨地域を代表する豊かな自然に恵まれた公園です。同公園は、将来都市構造における中心核で、本市の中
心市街地として、高次都市機能が高密度に集積した地域内にあり、「明石市立地適正化計画」(令和4年度策定)においても、活気と交流が生まれる本市の玄関口としてのさらなる発展を図るため、当公園全体を都市機能誘導区域に設定しています。明石市では、同公
園において、県立図書館に併設する形で市立図書館を整備し、長年多くの市民等に親しまれてきましたが、明石駅南側のパピオスあかし内にあかし市民図書館として移転後、当施設は現在閉鎖中です。当施設は耐震強度の不足や設備の老朽化により、既存施設の
活用が困難であることから、新施設を整備することにより、明石公園の魅力を向上させ、回遊性や賑わいを創出することが求められています。

・施設同士を繋ぐバリアフリーな通路と歩行者の安全確保
・今後歩行者の増加が見込まれるため、これに対応した魅力ある滞在空間の創出
・明石公園内に交流・地域活動の場や雨天時に過ごせる場所が少なく、これらの機能の充実

①明石SDGｓ推進計画(明石市第6次長期総合計画)（令和3年度策定）　計画期間：2022～2030年度
　・経済面では安心の暮らしの向上を図るため、市民やまちの経済的な基盤が安定的に発展していることが重要であり、「賑わいと活力が持続するまち」を目指す
　・社会面では、SDGｓの理念である誰一人取り残さない社会を実現するため、「すべての人が助け合い安心して暮らせるまち」を目指す
  ・環境面では、安全で快適な暮らしを将来にわたり引き継げる「人にも自然にも地球にもやさしいまち」を目指す
②「明石市都市計画マスタープラン」（令和4年度改定）
　【誰もが安全・安心に暮らせる、人にやさしい都市づくり】
　　・地域住民や多種多様な主体がまちづくりに参画し、世代や分野を超えて繋がり合う共生社会（インクルーシブ社会）の創出を目指します。
　　・ユニバーサルデザインに配慮した都市整備を行い、誰もが安全で快適に移動しやすく、暮らしやすい都市づくりを進めます。
　【まちの魅力により活力と交流が持続する都市づくり】
　　・教育、福祉、情報、就労など生活に必要な機能を有する施設の維持・管理や公共交通等によるアクセス性の維持・強化を行い、多種多様な世代が交流する拠点としての維持を図り、賑わいの創出を図る他、市内外との交流が盛んな都市の形成を目指します。

歩行者デッキの整備による回遊性の向上及び地域交流センター
の整備による来街者の増加に伴う歩行者・自転車通行量の増加

16,824 17,300

・各地域の拠点となる駅周辺の都市機能誘導区域については、既に都市機能の集積が進んでおり、区域ごとの地域特性、今後の開発計画、施設の統廃合などの動向を踏まえ、既存施設の維持や集積を図る。
・都市機能誘導区域外については、日常的に利用される施設を幅広く配置し、生活利便性の維持・向上を図る。

都市再生土地区画整理事業や都市・地域交通戦略推進事業の特例の該当なし

滞留時間(駐車時間）
デッキ接続先の施設内有料駐車場における半日（7時間以
内）利用者の駐車時間

歩行者デッキの整備による回遊性の向上及び地域交流センター
の整備利用者の創出に伴う滞留時間の増加

707 721

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

歩行者空間の快適度 歩行者空間が快適であると感じる人の割合（アンケート）
歩行者デッキの整備による回遊性の向上に伴う歩行者空間の快
適度の向上

74 80



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【駅周辺施設同士の利便性向上】
　・歩行者デッキの延伸

【基幹事業】　(地域生活基盤施設　人工地盤等）ペデストリアンデッキ

【地域交流センター等の整備による明石公園利用者の増加】
　・旧施設の解体、地域交流センター及び屋外空間の整備
　・全天候型でいつでも快適に過ごすことができる空間の整備

【基幹事業】　(高次都市施設　地域交流センター)（仮称）旧市立図書館跡地地域交流センター整備
【基幹事業】　(公園)芝生、広場、休憩所等整備

【快適な歩行空間による更なる賑わいの創出】
　・歩行者デッキの整備による歩行者の増加を生かしたイベントの実施

【基幹事業】　(地域生活基盤施設　人工地盤等）ペデストリアンデッキ
【提案事業】（事業活用調査）効果測定・事後調査
【提案事業】（まちづくり活動推進事業）　イベントの企画



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 明石市 直 4,000㎡ Ｒ7 R9 Ｒ7 R9 200 200 200 0 200

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 ペデストリアンデッキ 明石市 直 440㎡ R7 R10 R7 R10 889 869 869 0 869

高質空間形成施設 緑化施設等

高次都市施設 地域交流センター 明石市 直 800㎡ R7 R9 R7 R9 1,460 1,430 1,430 0 1,430

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業 高次都市施設

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

合計 2,549 2,499 2,499 0 2,499 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

明石市 直 R10 R10 R9 R10 20 20 20 20

明石市 直 R10 R10 R10 R10 10 10 10 10

合計 30 30 30 0 30 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C

合計(A+B+C) 2,529

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 2,529 交付限度額 1,264.5 国費率 0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

住宅市街地総合整備事業

県立明石公園旧市立図書館跡地

市道明石中央65号線

県立明石公園旧市立図書館跡地

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

効果測定・事後調査 明石駅周辺地区

まちづくり活動の支援方策検討 明石駅周辺地区

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

明石駅周辺地区（兵庫県明石市） 面積 74.6 ha 区域
明石市明石公園の全部と大明石町1丁目、東仲ノ町、本町1丁目、鍛屋町、桜町、、相生町２丁目、
山下町、上ノ丸２丁目の一部

凡例

：都市再生整備計画区域

：都市機能誘導区域

：居住誘導区域

：官公庁

：国道

旧市立図書館

県立図書館

神戸市西区

明石駅周辺地区

74.6ha



歩行者空間の快適度 （％） 74 （　R6年度） → 80 （　R10年度）

滞留時間(駐車時間） （百時間/月） 707 （　R6年度） → 721 （　R10年度）

歩行者・自転車通行量 （人/日） 16,824 （　R6年度） → 17,300 （　R10年度）

　明石駅周辺地区（兵庫県明石市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：　明石駅と駅周辺施設を含む区域の回遊性を高め、地域の賑わいの創出

　 目標１：快適に歩ける空間の創出による回遊性の向上

　 目標２：官民一体となった賑わいのある歩行者空間の創出

　 目標３：地域交流センター等の整備による明石公園利用者の増加

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

500m0

人口：30.6万人（令和6年8月時点）

■基幹事業（高次都市施設）
地域交流センター整備（旧市立図書館(既存施設)解体・新施設整備）

■基幹事業（公園）
芝生、広場、休憩所、手洗場等整備

□提案事業（事業活用調査）
効果測定・事後調査

□提案事業（まちづくり活動推進事業）
賑わい創出に向けたイベントの企画

県立図書館

旧市立図書館

パピオスあかし

アスピア明石

■基幹事業（地域生活基盤施設）
ペデストリアンデッキ整備

: 都市再生整備計画の区域

: 都市機能誘導区域

: 居住誘導区域

: ■ 基幹事業

: □ 提案事業

明石駅周辺地区
74.6ha


